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研究成果の概要： 本研究の主要な目的は, いくつかのユニタリ群の直積が正則自己同型群と

して効果的に作用するような複素多様体の構造を決定することであったが, この問題自体は非

常に難しく, 完全には解決できなかった. しかし, 多変数関数論の研究においてしばしば登場

するような, 多くの具体的な領域に対しては多くの興味深い結果が得られた. 特に, 複素ユー

クリッド空間内の単位多重円板はその正則自己同型群の構造から完全に特徴付けられることが

証明され, 論文として印刷公表された. 
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１．研究開始当初の背景 
 

2002 年にロシアの数学者 A. V. Isaev と

N.G. Kruzhilinが共著論文において, n次ユ

ニタリ群 U(n)が正則自己同型群として効果

的に作用するような複素多様体を分類し, 

その応用として「n 次元複素ユークリッド空

間の、正則自己同型群からの特徴付け」を与

えた. その後, 彼らとは全く違う手法によ

り研究代表者児玉秋雄と研究分担者清水悟

氏は 2004 年の共著論文において「ユニタリ

群の直積が正則自己同型群として作用する, 

複素ユークリッド空間からいくつかの座標
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空間を取り除いた空間の特徴付け」に成功し

た. 研究当初, ユニタリ群の直積が正則自

己同型群として作用しているような複素多

様体を特徴付ける試みは, わずかこれらの

論文より見あたらない状況であった. この

ようなことから, 本研究においてユニタリ

群の直積が正則自己同型群として効果的に

作用する一般の複素多様体の構造を特徴付

ける問題に挑戦するに至った. 

 
 
２．研究の目的 
 

 本研究の目的は「いくつかのユニタリ群

の直積が正則自己同型群として効果的に作

用するような複素多様体の構造を決定する

こと」であったが, この問題を全く一般的な

複素多様体の場合に解決することは非常に

難解なものであることがわかった. このよ

うな事実に鑑み, まずは問題の複素多様体 M

が以下のような条件を満たす場合に研究す

ることにした. しなわち, 複素 k次元ユーク

リッド空間 Ck内の単位球を B(k)とするとき, 

モデル空間としては多変数関数論の研究に

おいて重要である, いくつかの単位球 B(kj), 

j=1,…,s,と m 次元複素ユークリッド空間 Cm

の直積空間 N=B(k1)×・・×B(ks)×Cmを考え

る. このとき, 重要問題として,「複素多様

体 M の正則自己同型群 Aut(M)がモデル空間

N(1,…,s) の 正 則 自 己 同 型 群

Aut(N(1,…,s))と位相群として同型である

ならば, M は N(1,…,s)に双正則同値である

か？」をあげ, この問題を解決することを本

研究の主要な目的に定めた. 

 
 
３．研究の方法 
 

k次ユニタリ群を U(k)とおき, ユニタリ群

の直積 U(n1,…,ns):=U(n1)×・・×U(ns)が正則

自己同型群として効果的に作用するような

複素多様体 Mの特徴付け問題については, ま

ず M の与えられた点 p を通る U(n1,…,ns)の軌

道 U(n1,…,ns)・pとしてどのような Mの部分多

様体が現れるかを詳細に調べる. 本研究の

特別の場合である１個のユニタリ群 U(n)が

正則自己同型群として作用する n次元複素多

様体 M の分類問題を扱った Isaev-Kruzhilin

論文によれば, この特別の場合ですら, 軌

道 U(n)・pの解析には膨大な労力を要するも

のであった. 我々の本研究も大筋では同じ

方針で進むことが出来るものと思われた. 

しかし, １個の U(n)の場合に, 例えばその

軌道 U(n)・pが実超曲面のとき, それが Mの

強擬凸超曲面であることなどが比較的簡単

な考察でわかるが, 我々の場合には一般に

軌道 U(n1,…,ns)・p の余次元は２以上であり, 

もはや超曲面にはなり得ず, U(n)の場合と比

較して軌道空間の解析は格段に難しいもの

であった. このようなことから, 軌道の解

析にはリー群の表現論, 微分幾何学, CR幾何

学, 及び複素解析学の専門家である研究分

担者および連携研究者達と協力して本研究

を行った. 

 
 
４．研究成果 
 
研究代表者児玉秋雄と研究分担者清水悟氏
はユニタリ群の直積が正則自己同型群とし
て作用する複素多様体の特徴付け問題を研
究し, 多変数関数論の研究において重要な
多くの具体的領域を特徴付けた. 特に, 複
素多重円板や, いくつかの複素単位球の直
積空間をそれらの正則自己同型群の構造か
ら完全に特徴付けることに成功した. これ
らは正則自己同型群から複素多様体構造を
決定するという本研究課題に関する重要な
結果であり, 国際的な数学雑誌に印刷公表
された. また, これらの結果を導く過程に
おいて得られた多くの手法は今後の研究に
おいてますます重要になるものと確信して
いる. また, 連携研究者達は以下に示すよ
うにそれぞれ固有の専門分野に於いて活発
な研究活動をするとともに, それらの研究
活動を通して得られた様々なアイディアを
本研究に提供した. 連携研究者菅野孝史氏



 

 

は歪エルミート形式のユニタリ群について
新谷関数を用いたＬ関数の構成した. また, 
非簡約代数群上の保型形式・保型Ｌ関数につ
いての基礎的考察をおこない, ユニタリ群
と Heisenberg 群の半直積群を対象とし, 特
に３次ユニタリ群への unitary Kudla lift 
をヤコビ形式の立場から検討した．連携研究
者加須栄篤氏は再生核ヒルベルト空間の理
論に基づいたネットワークのレジスタンス
距離の視点から, 有限ネットワークの収束
理論を展開し, 特に今年度は無限ネットワ
ークを有限ネットワークの極限として捉え
る視点からの研究を行い, 倉持境界の役割
とその重要性を示した. また, 倉持境界の
具体的な例を構成し, 研究論文として(Rev. 
Mat. Iberoamericana) に印刷公表される予
定である．連携研究者中川泰宏氏は「偏極代
数多様体に対する小林・Hitchin 対応」にお
いて, 重要な役割を演じるであろうと予想
されている Kエネルギーの観点から, 
Einstein・Kaehler計量の一般化である, 
Kaehler・Ricci ソリトンを考察した. 
Kaehler・Ricci ソリトンは Kaehler 類が反
標準類の場合に相当するが, 一般の 
Kaehler 類の場合に Kaehler・Ricciソリト
ンを一般化しようという試みについても考
察し,  Tianの定式化を改良することに成功
した. 連携研究者今吉洋一氏はリーマン面
の大域的な正則族の構成をそのモノドロミ
ーとの関連から行い, 得られた研究成果を
論文として印刷公表した. 連携研究者野口
潤次郎氏は準アーベル多様体へのレベル１
の打ち切り個数関数による最良な第二主要
定理の論文を発表し, その応用について研
究した. 更に, 正則束の接続を使う方法に
より値分布理論の研究を進めた. 連携研究
者小松玄氏は強擬凸な２次元ラインハルト
領域と柱状領域のベルグマン核の漸近展開
に現れる６階の非線形常微分方程式 (中澤
の方程式)の解の構造を調べるとともに, ベ
ルグマン核の不変式論に関する平地および
中澤との共同研究の結果の応用として, 第
一種および第二種変形ベッセル函数の比を
含む定積分の 実パラメーターに関する漸
近展開について論じた. 
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